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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

シ

ー

ト

問　
市
の
公
共
施
設
で
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
新
た
に
建
設

す
る
斎
場
、
八
幡
市
民
交
流
館
、

妙
典
こ
ど
も
地
域
交
流
館
に
お

け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
内

に
は
、
障
が
い
者
等
が
お
む
つ

交
換
等
に
利
用
で
き
る
折
り
畳

み
式
ベ
ッ
ド
で
あ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
シ
ー
ト
を
設
置
す
る
の
か
。

答　
斎
場
に
お
い
て
は
、
障
が

い
者
等
が
利
用
で
き
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ト
イ
レ
に
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
シ
ー
ト
や
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア

等
を
設
置
す
る
。
八
幡
市
民
交

流
館
と
妙
典
こ
ど
も
地
域
交
流

館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ

ー
ト
は
設
置
し
な
い
が
、
車
椅

子
で
の
利
用
に
十
分
な
広
さ
を

確
保
す
る
ほ
か
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ

ア
等
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、

障
が
い
者
等
、
誰
も
が
安
全
で

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
っ
て
い
る
。

問　
市
境
の
住
民
か
ら
、
自
助

の
た
め
に
緊
急
的
に
避
難
す
る

場
所
で
あ
る
避
難
場
所
や
一
定

期
間
滞
在
す
る
施
設
で
あ
る
避

難
所
に
つ
い
て
、
住
居
に
近
い

他
市
の
避
難
場
所
等
を
利
用
し

た
い
と
の
声
を
聞
く
が
、
他
市

の
避
難
場
所
等
を
利
用
で
き
る

か
。
ま
た
、
車
椅
子
利
用
者
等

か
ら
は
、
ま
ず
、
小
中
学
校
等

に
開
設
す
る
一
般
の
避
難
所
に

避
難
す
る
の
で
は
な
く
、
可
能

で
あ
れ
ば
障
が
い
者
等
に
配
慮

し
た
福
祉
避
難
所
へ
直
接
避
難

し
た
い
と
の
声
を
聞
く
。
そ
こ

で
、
一
般
の
避
難
所
で
の
車
椅

子
利
用
者
対
応
と
福
祉
避
難
所

と
の
同
時
開
設
に
つ
い
て
問
う
。

答　
本
市
は
近
隣
市
と
災
害
時

の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
市
境
の
住
民
は
相
互
扶

助
の
観
点
か
ら
他
市
の
避
難
場

所
等
を
利
用
で
き
る
。
ま
た
、

車
椅
子
利
用
者
対
応
と
し
て
は
、

体
育
館
内
の
ト
イ
レ
の
使
用
が

困
難
な
場
合
、
校
舎
内
の
車
椅

子
用
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
市
は
協
定
事
業

者
等
か
ら
車
椅
子
用
の
仮
設
ト

イ
レ
を
調
達
し
て
い
く
。
福
祉

避
難
所
の
同
時
開
設
は
、
同
避

難
所
の
受
け
入
れ
対
象
者
を
事

前
に
調
整
す
る
等
の
課
題
が
あ

る
た
め
、
関
係
部
署
と
協
議
し
、

そ
の
体
制
を
準
備
し
て
い
く
。

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
内
に
お
け
る
同
シ

ェ
ル
タ
ー
の
配
置
状
況
及
び
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　
現
在
、
第
１
庁
舎
、
第
２

庁
舎
、
公
民
館
な
ど
公
共
施
設

30
カ
所
を
同
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指

定
し
て
い
る
。
市
内
15
カ
所
の

公
民
館
全
て
を
指
定
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
お
お
む
ね
市
内

全
域
に
配
置
で
き
て
い
る
も
の

と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

居
住
地
に
よ
っ
て
は
、
同
シ
ェ

ル
タ
ー
ま
で
の
道
の
り
が
長
い

場
合
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
今

後
、
公
共
施
設
の
み
な
ら
ず
、

民
間
施
設
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
域
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
て
、

そ
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
開
設
か
ら
44
年
が
経
過
し

た
現
斎
場
は
、
火
葬
炉
の
性
能

劣
化
に
加
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
不
十
分
で
あ
る
。
現
斎
場

の
建
て
替
え
は
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を
選

定
し
て
お
り
、
今
後
、
設
計
業

務
を
開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

新
斎
場
の
整
備
概
要
及
び
事
業

者
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答　
新
斎
場
は
現
斎
場
の
待
合

棟
と
式
場
棟
の
位
置
に
建
設
す

る
。
施
設
面
で
は
、
火
葬
件
数

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
現

在
10
炉
で
１
日
15
件
行
っ
て
い

る
火
葬
を
12
炉
で
１
日
最
大
33

件
ま
で
可
能
と
し
、
待
合
室
も

６
室
か
ら
12
室
に
増
や
す
。
家

族
葬
等
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
小
規
模
の
式
場
も
３
室
か

ら
４
室
に
増
や
す
ほ
か
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
の
施
設
と
す
る
。

事
業
者
の
提
案
と
し
て
は
、
Ｊ

Ｒ
市
川
大
野
駅
と
新
斎
場
を
定

時
で
無
料
送
迎
す
る
な
ど
、
遺

族
等
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

問　
本
市
で
は
、
熱
中
症
予
防

の
た
め
、
危
険
な
暑
さ
か
ら
避

難
で
き
る
場
所
と
し
て
公
共
施

設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

に
指
定
し
、
エ
ア
コ
ン
の
未
設

置
世
帯
に
も
利
用
を
案
内
し
て

問　
市
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

自
治
会
に
よ
る
カ
メ
ラ
付
き
防

犯
灯
の
設
置
に
対
し
補
助
を
行

っ
て
い
る
が
、
設
置
数
は
想
定

よ
り
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
の

問　
令
和
６
年
７
月
２
日
、
ア

イ
・
リ
ン
ク
タ
ウ
ン
展
望
施
設

に
お
い
て
、「
市
川
市
の
あ
ゆ

問　
市
は
、
市
制
施
行
90
周
年

を
記
念
し
て
、
本
市
ゆ
か
り
の

作
家
で
、
名
誉
市
民
の
文
豪
、

永
井
荷
風
の
名
を
冠
し
た
「
永

井
荷
風
文
学
賞
」
を
創
設
し
、

そ
の
運
営
は
、
永
井
荷
風
が
初

代
編
集
主
幹
を
務
め
た
文
芸
誌

『
三
田
文
學
』
を
発
行
す
る
三

田
文
学
会
と
の
共
催
に
よ
り
行

う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
文
学
賞
の
概
要
及
び
受
賞
作

品
の
発
表
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

答　
本
文
学
賞
は
、
永
井
荷
風

の
功
績
を
た
た
え
将
来
に
わ
た

り
顕
彰
し
て
い
く
と
と
も
に
、

次
の
世
代
を
牽
引
す
る
第
二
の

荷
風
と
な
り
得
る
若
手
作
家
の

発
掘
や
、
市
民
が
文
学
に
親
し

む
機
会
を
醸
成
す
る
こ
と
の
ほ

か
、「
文
化
都
市
い
ち
か
わ
」

を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
た
め

に
、
市
が
永
井
荷
風
の
名
を
冠

し
た
文
学
賞
を
創
設
す
る
も
の

で
あ
る
。
賞
の
種
類
は
、「
永

井
荷
風
文
学
賞
」
と
「
永
井
荷

風
新
人
賞
」
の
２
つ
を
予
定
し

て
お
り
、
第
１
回
受
賞
作
品
の

発
表
時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和

７
年
10
月
頃
を
見
込
ん
で
い
る
。

公

明

党

西
村
　
　
敦

小
山
田
な
お
と

川〔
補
足
質
問
者
〕

畑
い
つ
こ

浅
野
　
さ
ち

久〔
総
括
質
問
者
〕

保
川
隆
志

中
村
よ
し
お

宮
本
　
　
均

大
場
　
　
諭

障がい者等がおむつ交換等に利用できるユニバーサルシート

アイ・リンクタウン展望施設に設置された市川市の歴史年表

創

生

市

川

小
泉
　
文
人

ほ〔
補
足
質
問
者
〕

と
だ
ゆ
う
な

国
松
ひ
ろ
き

大
久
保
た
か
し

石
原
た
か
ゆ
き

稲
葉
　
健
二

加
藤
　
武
央

岩〔
総
括
質
問
者
〕

井
　
清
郎

問　
離
れ
て
暮
ら
す
親
子
が
定

期
的
に
会
っ
て
話
し
た
り
、
一

緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
交
流
し
、

つ
な
が
り
を
保
つ
こ
と
は
、
子

ど
も
の
権
利
で
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

船
橋
市
で
は
、
親
子
交
流
を
実

施
す
る
際
に
、
親
子
交
流
支
援

事
業
者
を
利
用
し
た
場
合
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
市

に
お
け
る
親
子
交
流
支
援
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
か
。

答　
本
市
は
令
和
６
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
、
親
子
交
流
支

援
に
係
る
予
算
を
措
置
し
て
い

る
。
支
援
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
は
現
在
調
整
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
の
関

わ
り
方
や
利
用
者
の
利
便
性
な

ど
を
踏
ま
え
、
最
善
の
制
度
と

な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

み
」
と
題
し
た
、
高
さ
３
ｍ
、

全
長
18
ｍ
も
の
大
き
な
歴
史
年

表
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
年
表
は
２
人
の
市
民
か
ら
の

寄
付
金
に
よ
り
設
置
が
実
現
し
、

市
川
の
子
ど
も
た
ち
が
過
去
を

学
び
、
未
来
を
夢
見
て
ほ
し
い

と
い
う
趣
旨
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
市
は
こ
の
年
表
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答　
６
年
秋
よ
り
、
こ
の
年
表

と
考
古
博
物
館
、
歴
史
博
物
館

を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
ス
タ
ン

プ
を
押
し
た
人
に
、
Ⅰ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
を
進
呈
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
市
内
の
小
中
学
校
等
に

対
し
て
は
、
既
に
こ
の
年
表
に

つ
い
て
の
案
内
を
し
て
い
る
た

め
、
同
年
秋
以
降
の
校
外
学
習

な
ど
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
更
に
は
、

国
府
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
の
見
学

先
の
一
つ
と
し
て
も
検
討
し
て

い
る
。
今
後
も
、
小
中
学
生
や

市
民
に
、
市
川
の
歴
史
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、

制
度
の
周
知
が
進
ん
で
い
な
い

点
、
申
請
方
法
が
複
雑
な
点
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
周
知
方
法
と
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
カ
メ
ラ
付
き
防
犯
灯
設
置

補
助
事
業
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

４
年
度
末
に
開
催
し
た
市
川
市

自
治
会
連
合
協
議
会
の
常
任
理

事
会
及
び
理
事
会
で
説
明
し
た

ほ
か
、
補
助
制
度
に
関
す
る
手

引
を
作
成
し
、
全
自
治
会
に
配

布
し
た
。
ま
た
、
申
請
方
法
が

煩
雑
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
６
年
４
月
に
手
引
を
分

か
り
や
す
く
改
訂
し
、
同
年
５

月
に
全
自
治
会
へ
配
布
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
効

果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

避
難
場
所
・

避
難
所
の
整
備

ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー

新
斎
場
の
整
備

親
子
交
流

支
援
事
業

防
犯
行
政

永
井
荷
風

文

学

賞

市
川
市
の

歴
史
年
表

※代表質問を行った各会派の所属議員は、代表質問実施時点のものとしています。

　市川市議会では、年４回の各定例会で、交渉会派（所属議員３人以上の会派）ごとに市長提出議案等その他

市政全般について問う代表質問を行います。６・９・12月定例会における各会派の発言時間は、原則３日間

の総会議時間を、会派数及び会派の所属人数に応じて割り振って決定します。質問は総括質問者が行う他、補

足質問者を立てることができます。ここでは、会派が指定した項目の質問・答弁を要約して掲載しました。

※９月定例会の代表質問は９月２日に通告を締め切り、９月６日から３日間の日程で行いました。


